















う表題の記事（Ⅲ, 289 – 291）1 がある。「鉄条網病」とは、第一次世界大戦当時各国で抑留
されていた捕虜たちに共通して見られる精神疾患に彼らが与えた呼称であり、この記事は、














1 Die Baracke. Zeitung für das Kriegsgefangenenlager Bando, Japan. 1917 – 1919. 引用においては以
下の翻訳を使用し、（ ）内に巻数をローマ数字で、ページ数をアラビア数字で表記する。『ディ・バラッ




















































 板東では、1917 年 4 月の開所からしばらく後の 5 月 27 日に、数百メートル離れた大麻比
古神社への最初の散歩がおこなわれている。その後収容所周辺への散歩、遠足が幾度か実
施された後、11 月 30 日には現在の鳴門市の中心部である撫養（むや）への遠距離の遠足が






















3 注 2 の『顚末』第四節、取締、第三款、各俘虜収容所における取締状況、其五、俘虜の起居及び勤務、
八、松山収容所。 
4 『ディ・バラッケ』の記事「二年間の橋梁建設」（Ⅳ, 462 - 470）を参照。また以下の綿密な論考により、
この記事に記されている橋梁に連結した道路の造成も捕虜によってなされていたことが実証された。佐藤
征弥・種ヶ嶋絵理・網田克明・川上三郎「板東俘虜収容所のドイツ兵が大麻比古神社境内に造った橋と公
園」『徳島大学地域科学研究』5 巻、2015 年、10－32 頁。 































の発音にしたがって Reizanji と表記され、さらに直訳調で Geisterberg-Tempel と記されてい
る。同様に二番の極楽寺は Paradies-T. 三番金泉寺は Goldquellen-T. 四番大日寺は Großer 






のであるが、1918 年 10 月の大坂山行きからは衛兵はいなくなり（Ⅲ, 58）、1919 年 1 月 7
日の猿山（大麻山）への遠足の記録では、｢ことにわれわれが大いに喜んだのは、監視も監
督もなしで、神の与えてくれた自由な自然を楽しむことができることがわかったときだっ





























1919 年 7 月～10 月 
7 月 
9 日  第 18 回終日遠足 櫛木。 
16 日 第 19 回終日遠足 櫛木。 
21 日 第 20 回終日遠足 大須（通算 1,000 ㎞）。 
25 日 第 21 回終日遠足 櫛木。 
29 日 第 22 回終日遠足 櫛木。 
8 月 
4,7,13,15,18,21,25,28 日 第 23～30 回終日遠足 目的地はすべて櫛木。 
13 日の第 25 回終日遠足では、水泳大会が実施された。 
9 月 
1 日 第 31 回終日遠足 櫛木（参加者通算一万人突破）。  
5,9,17,19,23,26 日 第 32～37 回終日遠足 目的地はすべて櫛木。 
10 月 
3,7,10,12,15,19,21,24,26 日 第 38～47 回終日遠足 目的地はすべて櫛木。  
 
これらのデータによれば、1919 年の 1 月から 10 月まで、｢終日遠足｣だけで 47 回、「散歩」
と合わせた合計は 70 回で、平均 4 日に 1 回実施されたことになる。距離は 10km から 40km







1919 年 1 月 21 日に最初の「終日遠足」がおこなわれ、瀬戸内海側の漁港である大浦、粟
田、櫛木に行っている（Ⅲ, 325）。終日遠足の主な道程（目的地）は、西北コース（香川県
の坂本）、北コース（折野）、東コース（撫養方面）。北東コース（櫛木）の四つである。参
加者数については、22 名から 541 名で、最も多いときは収容所の半分の人数に及ぶ。捕虜
たちのお気に入りの目的地は、他を圧倒して櫛木である。現在国道 11 号線を徳島から北上
すると瀬戸内海に至る地点があるが、櫛木はその周辺である。板東の捕虜たちは、6 月 25
日から 10 月 26 日まで、1 回の例外を除いて 29 回櫛木を訪れていて、これも約 4 日に 1 回









付き添いがいるので、おそらく 1918 年までのものであろう。 
 
       ライポルトのアルバムより(鳴門市ドイツ館所蔵) 
 























































1919 年 8 月 13 日の第 25 回終日遠足では水泳大会が実施された。捕虜たちは収容所を 7














1. 平泳ぎ。50 メートル 




5. 皿取り潜水（15 枚） 
6. メインレース(自由型)。
100 メートル。 
休憩（約 1 時間） 
7. 背泳ぎ。50 メートル 









各 50 メートル 
12a. シニアが挑戦するリレ
ー（自由型）各 50 メートル 
板東俘虜収容所 








会を扱った記事（『ディ・バラッケ』Ⅳ, 401 以降。「瀬戸内海櫛木海岸における水泳祭 1919
年 8 月 13 日」）によれば、競技への参加については事前申し込み制であった。また、「〔捕

























































































らしき人物が 4 名描き込まれている。 
 
 
 
こうした記録はほとんど捕虜側のものだけで、残念ながら捕虜の櫛木遠足に関する日本
側の記録はあまりない。そのわずかな例のひとつを、孫引きのような形になるが以下に挙
げておく。 
 
 著者はまた、「健在な土地の古老」として知られている富田弘氏（1908 年生まれ、会社役
員、鳴門市在住）に面接する機会を得た。当時、郡内の明神尋常小学校の児童であった
同氏は、次のように語っている。 
小学校 2,3 年の頃、臨海学校が開かれた櫛木海岸で、遠足に来ていた俘虜たちに出会い、
一緒に泳いだ。俘虜たちの帰国後、俘虜たちが収容所内で使用していた手製の家具や
日用品が払い下げになり、私の家族も大工道具などを買った。当時 10 歳だった私には、
テニスのラケットを買ってくれた。私はそのラケットでテニスのまねごとをしてよく
遊んだ。俘虜と一緒に泳ぎ、俘虜が使っていたラケットで遊んだことがきっかけとな
って、後に進学した撫養中学では、入学してすぐ軟式庭球部に入部し練習に励んだ。7 
 
 
7 山田理恵『俘虜生活とスポーツ―第一次大戦下の日本におけるドイツ兵俘虜の場合―』不三昧堂出版、
1990 年。61,62 ページ。なお、この富田弘氏は、『板東俘虜収容所―日独戦争と在日ドイツ俘虜―』（法政
大学出版局、1991 年）の著者である冨田弘氏とは別人であり、最初の字も異なっている。 
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「櫛木 書かれなかった手紙」の最後には、虜囚の身の哀愁を感じさせる一節と挿絵が
添えられている。 
 
通りかかった汽船の煙が遠くの水平線上に立ちのぼると、幸せな楽しさが吹き飛び、帰
国と自由へのいつもの憧れが
再び襲ってくる。しかし、それ
でどうなる。捕虜であることが
運命によって定められている
間は、われわれの進む道にあち
こち降り注ぐ日の光を楽しも
う。この夏の期間、光明は櫛木
であり、その輝きはこれまでの
すべてにまさっている。〔・・・・〕  
 
もう村のざわめきが聞こえてくる 
ここには人々の本当の空がある  
大人も子どもも楽しげに歓声をあげる  
ここでは私は人間であり、そうなることが許される（IV,395） 
 
四行詩の最終行では、捕虜という自分のありようが十全の「人間」とは感じられていない
ということが前提となっている。とはいえ、櫛木海岸における自然景観の美しさとそこで
のさまざまな活動、したたかなところもあるが素朴な住民たちとの人間的な交流は、制約
の多い抑留生活を送っていた捕虜たちにとって大きな慰めとなったことも、この一節から
は感じられる。 
 
 
